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日
本
最
大
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
産
業
専
門
展
「
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
ス
ポ
ル
テ
ッ
ク
）
２
０
２
５
」
が
７
月
30
日
～
８

月
１
日
、
東
京
都
江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、

大
阪
体
育
大
学
は
４
年
連
続
で
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

ス
ポ
ル
テ
ッ
ク
は
世
界
中
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
企
業
や
自
治
体
、

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
団
体
な
ど
約
４
５
０
団
体
が
、
最

新
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
・
研
究
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、

原
田
宗
彦
名
誉
教
授
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構

代
表
理
事
）
が
実
行
委
員
長
を
務
め
る
。
３
日
間
で
約

４
万
２
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。
大
学
の
出
展
も
多
く
、
今
年

は
、
筑
波
大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど
15
大
学
（
学
部
、
研
究
室

を
含
む
）
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
ほ
か
、

共
同
出
展
も
目
立
っ
た
。

大
体
大
は
「
大
体
大　

連
携
力　

エ

ビ
デ
ン
ス
創
出
力
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

大
学
の
事
業
・
研
究
・
諸
活
動
を
紹
介

し
、
新
た
な
産
学
連
携
事
業
の
創
出
を

目
指
し
た
。

ブ
ー
ス
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
出
で
、「
運

動
部
活
動
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
大
学

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
」「
ス
ポ
ー
ツ
科
学

サ
ポ
ー
ト
事
業
」「
社
会
連
携
事
業
」「
大

学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科
」
を
紹
介

し
た
。
ブ
ー
ス
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
、
研
究
者
ら
が
次
々
に
詰
め
か
け
、

研
究
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

熱
心
に
教
員
や
ス
タ
ッ
フ
に
質
問
し
て
い
た
。

ま
た
、
会
場
で
主
催
セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
で
創
る
持

続
可
能
な
社
会
：
共
創
と
還
元
に
よ
る
教
育
・
研
究
・
ビ
ジ
ネ
ス

連
携
モ
デ
ル
」
を
開
催
し
た
。
大
体
大
は
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
、
特
設
サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
Ｊ
リ
ー
グ

な
ど
で
社
会
貢
献
活

動
に
取
り
組
む
株
式

会
社
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ 

Ａ

取
締
役
の
安
部
未
知

子
さ
ん
と
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
・
藤
本
淳
也

教
授（
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
）
が
講

演
。
大
学
ス
ポ
ー
ツ

が
持
続
可
能
な
社
会

に
向
け
て
ど
う
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
探
っ
た
。

開会式典で実行委員長として
あいさつする原田宗彦名誉教授

ブースで本学の研究、諸活動を紹介した

主催セミナーで対談する藤本淳也教授と安部未知子さん

東京ビッグサイトに４.2万人

ＳＰＯＲＴＥＣに出展
４年連続・スポーツSDGsセミナーも
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開学 60 周年開学 60 周年    多彩な記念行事を実施多彩な記念行事を実施

開
学
記
念
日
の
６
月
23
日
、
開
学
60
周
年

を
記
念
し
た
学
生
主
体
の
「
還
暦
誕
生
日

パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

６
月
23
日
は
1
8
9
4
年
に
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
I
O
C
）
が
創
設
さ
れ
た

日
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
」
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
平
和
で
よ
り
良
い
世
界
の

建
設
や
健
康
、
友
情
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
大

切
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
日
と
な
っ
て
い
る
。

初
代
副
学
長
で
１
９
６
４
年
東
京
五
輪
で

は
選
手
強
化
対
策
本
部
長
を
務
め
た
大
島
鎌

吉
氏
が
、
1
9
8
2
年
に
I
O
C
か
ら
日
本

人
と
し
て
唯
一
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平
和
賞
」

を
授
与
さ
れ
る
な
ど
、
本
学
に
は
オ
リ
ン
ピ

ズ
ム
の
理
念
を
尊
重
す
る
気
運
が
あ
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
が
開
学
記
念
日
と
な
っ
た

よ
う
だ
。

「
還
暦
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
23
日
の
お

昼
休
み
を
利
用
し
て
、
中
央
棟
前
広
場
で
開

催
さ
れ
た
。

神
﨑
浩
学
長
は
1
9
6
4
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
役
員
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
姿
で
登
場
。

「
1
8
9
4
年
、明
治
27
年
に
パ
リ
で
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
６
月
23

日
は
そ
の
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
と
な
り
、

そ
の
６
月
23
日
が
本
学
の
開
学
記
念
日
に
な

っ
て
い
ま
す
。
大
阪
体
育
大
学
は
1
9
6
4

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
日
本
で
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
る
中
で
、

浪
商
学
園
が
つ
く
っ
た
大
学
で
す
。
60
歳
の

還
暦
は
再
ス
タ
ー
ト
の
意
味
も
あ
り
、
今
日

を
機
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
教
職
員
が
再
度
、

一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
大
学
を

創
り
上
げ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の
後
、

バ
ー
ス
デ
ー
ソ
ン
グ
の
合
唱
や
、
大
阪
体
育

大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
B
O
U
H
S
E
A
R

（
ボ
ー
シ
ャ
ー
）」
の
２
代
目
の
お
披
露
目
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

❸最近太り気味のボーシャーのダンスにMCの学生がダメ出し。
　 S＆Cルームで身体を鍛えることに

❹神﨑浩学長が1964年東京五輪の
　役員ジャケット姿で登場し、あいさつ

❷ダンス部員もパフォーマンス❶�パーティーはフラッシュモブでスタート。
　ダンスの授業を受講している学生が突然踊り出す

❽最後に全員で記念撮影。
　還暦にちなんだ赤と大学のイメージカラーのライトブルーで「60」

❺学生手作りのくす玉を神﨑学長が割ると、
　「還暦おめでとう」の垂れ幕

❻学生の力作のケーキが登場

＜写真で振り返る還暦誕生日パーティー＞

還暦誕生日パーティー開催／学生主体 ２代目ボーシャー登場

開学記念日の６月23日に「還暦誕生日パーティー」を開催するなど
多彩な記念行事が実施された。

パーティーMOVIE❼突然、体を鍛えてスタイリッシュになった
　２代目ボーシャーが現れた
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開学 60 周年開学 60 周年    多彩な記念行事を実施多彩な記念行事を実施

大
阪
体
育
大
学
は
、
前
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
熱
気
が
残
る
1
9
6
5
年
、西
日
本

初
の
体
育
大
学
と
し
て
大
阪
府
茨
木
市
に
開

学
し
た
。

東
京
五
輪
選
手
強
化
対
策
本
部
長
の
大
島

鎌
吉
氏
を
初
代
副
学
長
、
日
本
体
育
学
会
創

立
メ
ン
バ
ー
の
加
藤
橘
夫
氏
を
初
代
体
育
学

部
長
に
迎
え
、
日
本
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ

の
総
合
大
学
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
界
、
教
育
、

公
務
員
、
企
業
な
ど
幅
広
い
社
会
の
領
域
に

有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
。
1
9
8
9

年
に
は
関
西
国
際
空
港
を
眼
下
に
望
む
大
阪

府
泉
南
郡
熊
取
町
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
。

開
学
50
周
年
を
迎
え
た
2
0
1
5
年
に
教
育

学
部
を
開
設
、
2
0
2
4
年
に
は
開
学
以
来

の
伝
統
を
誇
っ
た
体
育
学
部
を
改
組
し
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
が
誕
生
す
る
な
ど
改
革
の
歩

み
を
継
続
し
て
い
る
。

開
学
60
周
年
を
記
念
し
た
特
設
サ
イ

ト
が
開
設
さ
れ
た
。

特
設
サ
イ
ト
は
「
最
新
情
報
」「
学
長

あ
い
さ
つ
」「
大
阪
体
育
大
学
の
歴
史
」の

３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
最
新
情
報
」
で
は
、
開
学
60
周
年
に

関
連
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
随
時
、
掲
載
。

「
学
長
あ
い
さ
つ
」
で
は
、
神
﨑
浩
学
長

が
「
大
阪
体
育
大
学
が
開
学
60
年
の
節

目
を
迎
え
る
今
年
、
私
は
第
10
代
学
長

を
拝
命
し
ま
し
た
。
少
子
化
な
ど
大
学

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
一

方
で
す
が
、
社
会
や
学
生
、
卒
業
生
、

教
職
員
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆

様
の
期
待
に
、
全
身
全
霊
で
応
え
て
い

く
所
存
で
す
」
な
ど
と
決
意
を
語
っ
て

い
る
。

ま
た
、「
大
阪
体
育
大
学
の
歴
史
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
1
9
6
5
年
、
大

阪
・
茨
木
の
地
に
西
日
本
初
の
体
育
大

学
が
誕
生
」「
本
学
の
礎
を
築
い
た
大

島
、
加
藤
氏
」「
1
9
8
9
年
、
熊
取
キ

ャ
ン
パ
ス
に
移
転
、
北
摂
か
ら
泉
州
へ
」

「
1
9
9
2
年
、関
西
の
体
育
系
大
学
で

初
の
大
学
院
開
設
」「
2
0
1
5
年
、
教

育
学
部
開
設
、
開
学
50
周
年
式
典
を
実

施
」「
2
0
2
4
年
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

開
設
」
の
６
項
目
を
柱
に
、
60
年
間
の

歴
史
を
掲
載
。「
大
阪
体
育
大
学
は
、
当

初
は
大
阪
産
業
大
学
の
名
称
で
開
学
す

る
計
画
だ
っ
た
」
な
ど
の
逸
話
も
紹
介

し
て
い
る
。

開
学
60
周
年
を
記
念
し
た
教
職
員
座
談
会
も
実
施
さ

れ
、
模
様
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
紹
介
さ
れ
た
。

大
阪
体
育
大
学
と
同
じ
60
歳
で
還
暦
の
職
員
６
人
が
登

場
。
同
じ
く
還
暦
の
藤
本
淳
也
教
授
が
司
会
を
務
め
、
こ

の
場
で
し
か
話
せ
な
い
「
大
体
大
ト
ー
ク
」
を
繰
り
広
げ

た
。
昭
和
な
ら
で
は
の
話
か
ら
、
学
生
に
向
け
た
熱
い
思

い
ま
で
、
見
ど
こ
ろ
満
載
の
内
容
と
な
っ
た
。

撮
影
や
動
画
編
集
は
学
生
が
担
当
し
た
。

大
体
大
と
同
じ
「
還
暦
」
教
職
員

／
記
念
座
談
会
M
O
V
I
E座談会QR

座談会

記念サイトQR

伝
統
と
革
新
イ
メ
ー
ジ
し
た

記
念
ロ
ゴ

開
学
60
周
年
記
念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
制
作
し
た
。「
60
」
を
大
き
く
す
る

こ
と
で
大
学
の
歴
史
と
成
長
を
強

調
。「
6
」
と
「
0
」
が
重
な
り
合
う

こ
と
で
、
過
去
と
未
来
の
つ
な
が
り
、

伝
統
と
革
新
の
両
立
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
。
青
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は

過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
く
進
化
の
流

れ
を
表
現
し
た
。

ま
た
、
中
央
棟
前
広
場
の
ス
カ
イ

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
開
学
60
周
年
横
断

幕
が
登
場
。
60
歳
の
還
暦
を
祝
っ
て
、

「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
赤
の
ポ
ス
タ
ー
も
キ
ャ
ン
パ

ス
の
各
所
に
貼
ら
れ
、
お
祝
い
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
た
。

ポスター 横断幕

記念サイト

加藤橘夫・初代体育学部長

大島鎌吉・初代副学長竣工当時の熊取キャンパス

50周年記念式典

茨木学舎

記念サイト開設

1965年、西日本初の体育大学として創設/1989年、関空望む熊取キャンパスに移転

大阪体育大学が2025年、開学60周年を迎えた。
記念ロゴの制定や記念サイトの開設のほか、
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News
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
前
年
比
増

学
生
の
笑
顔
と
親
密
さ
が
好
評夏

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
７
～

８
月
の
週
末
を
中
心
に
４
回
開
催
さ

れ
、
前
年
か
ら
大
幅
増
と
な
っ
た
昨
年

を
さ
ら
に
上
回
る
多
く
の
方
が
来
場

し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
説
明
会

や
体
験
授
業
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

デ
ジ
タ
ル
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
、
バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク
ス
測
定
体
験
会
、
体
力
テ
ス

ト
対
策
体
験
会
、
テ
ー
ピ
ン
グ
実
技
体

験
会
、
個
別
相
談
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
。
大
体
大
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
ほ
か
、
富
士
通
の
展
示

ブ
ー
ス
も
注
目
を
集
め
た
ほ
か
、
各
企

業
の
協
力
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ド
リ

ン
ク
が
配
布
さ
れ
た
。

参
加
し
た
高
校
生
に
感
想
を
尋
ね

る
と
、「
大
学
生
か
ら
い
っ
ぱ
い
話
し

か
け
て
も
ら
い
、
み
ん
な
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
と
て
も
良
か
っ
た
」（
京
都
府

私
立
高
校
３
年
生
女
子
）、「
す
れ
違
っ

た
時
に
学
生
の
方
が
め
っ
ち
ゃ
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
て
、
明
る
い
雰
囲
気
を
強

く
感
じ
た
」（
和
歌
山
県
立
高
校
３
年

女
子
）
な
ど
学
生
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ

を
挙
げ
る
声
が
際
立
っ
た
。

オ
ー
キ
ャ
ン
は
、
学
生
チ
ー
ム

「
B
ow
!can̓
s」（
ボ
ー
キ
ャ
ン
ズ
）
が

運
営
の
中
心
を
担
う
。
チ
ー
ム
と
し
て

笑
顔
や
礼
儀
、
言
葉
遣
い
の
大
切
さ
を

意
識
し
て
臨
ん
だ
と
い
い
、
学
生
の
笑

顔
と
親
し
み
や
す
さ
が
高
校
生
の
心
に

強
く
響
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

大
阪
体
育
大
学
開
学
60
周
年
記
念
事
業
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
９
月
１
日
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク

ス
形
式
で
開
催
さ
れ
、
各
大
学
の
関
係
者
や
大
体
大
の
教
職
員
ら

約
2
0
0
人
が
参
加
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
大
学
は
生
き
残
れ
る
の
か
？
」。
神
﨑
浩
学
長
が

「
少
子
化
時
代
に
お
け
る
『
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
大
学
』
の
挑
戦
と
展

望
」、
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
の
大
森
昭
生
学
長
が
「
地
方
小
規

模
は
強
み
に
な
る
～C

om
m
unity B

ased U
niversity

を
め

ざ
す
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ポ
ス
ト
『
知
の
総
和
答
申
』
の
地
域

連
携
～
」、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
の
秦
敬
治
学
長
が
「
次
世
代
型

『
中
小
』
大
学
の
目
指
す
道
～N

ext U
niversity

へ
向
け
て
～
」

と
題
し
て
講
演
。
学
び
と
成
長
し
く
み
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
桑
木

康
宏
代
表
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
総
合
討
論
も
行
わ
れ
た
。

開学60周年記念事業
FD・SD公開シンポ

オープンキャンパス

ボーキャンズのメンバー

FD・SD公開シンポ

キャンパスツアーで笑顔で参加者に語りかける学生スタッフ デジタルスポーツ体験会でZwiftに挑戦する高校生
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骨
格
筋
の
膜
興
奮
性
と
運
動
に
関
す
る
研
究
の
世
界
的
権
威
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
工
科
大
学
の
サ
イ
モ
ン
・
ケ
ア
ン
ズ
博
士

が
大
阪
体
育
大
学
の
招
き
で
来
日
し
、
７
月
28
日
、
大
体
大
で
開
催
さ
れ

た
第
１
回
国
際
研
究
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
し
た
。

来
日
は
、
運
動
生
理
生
化
学
研
究
室
の
渡
邊
大
輝
助
手
の
論
文
が
き
っ

か
け
。
同
研
究
室
は
運
動
生
理
学
に
関
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究

環
境
を
備
え
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
循
環
器
病

研
究
セ
ン
タ
ー
、
ヨ
ー
ク

大
学
（
カ
ナ
ダ
）
な
ど
で

研
究
し
て
い
た
渡
邊
氏
が

2
0
2
3
年
４
月
、
大
体

大
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学

研
究
科
に
赴
任
し
た
。
渡

邊
氏
は
筋
肉
疲
労
の
研
究

が
専
門
で
、
今
年
１
月
ご

ろ
渡
邊
氏
の
論
文
を
読
ん

だ
ケ
ア
ン
ズ
博
士
か
ら
コ

ン
タ
ク
ト
が
あ
り
、
情
報

交
換
を
続
け
る
中
で
大
体

大
で
の
講
演
が
決
ま
っ
た

と
い
う
。

講
演
の
演
題
は
「
骨
格

筋
に
お
け
る
カ
リ
ウ
ム
イ

オ
ン
と
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の

相
互
作
用
：
興
奮
性
の
役

割
」。
各
大
学
の
研
究
者
や

大
学
院
生
ら
が
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。

世
界
的
権
威
が
講
演

第
１
回
国
際
研
究
セ
ミ
ナ
ー

第
３
回
能
登
半
島
復
興
支
援

学
生
ら
20
名
が
池
の
泥
を
搬
出

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
は
８
月
28
～
31

日
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
復
興
支

援
活
動
の
た
め
、
学
生
16
名
、
教
職
員

４
名
を
石
川
県
輪
島
市
に
派
遣
し
た
。

能
登
半
島
へ
の
派
遣
は
３
回
目
。
本

学
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
復

興
支
援
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
を

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

能
登
半
島
は
、
昨
年
１
月
の
地
震
に

続
き
、
９
月
に
も
豪
雨
で
大
き
な
被
害

を
出
し
、
今
年
８
月
に
も
大
雨
に
見
舞

わ
れ
た
。

学
生
ら
は
羽
咋
市
の
国
立
能
登
青
少

年
交
流
の
家
を
拠
点
に
活
動
。
29
日
は

解
体
前
の
個
人
宅
で
の
家
財
道
具
の
搬

出
、
側
溝
の
土
砂
の
か
き
出
し
、
民
家

の
床
上
に
た
ま
っ
た
泥
の
か
き
出
し
な

ど
に
あ
た
っ
た
。
学
生
は
傾
い
た
ま
ま

の
電
信
柱
、
倒
壊
し
た
ま
ま
の
木
造
家

屋
な
ど
地
震
や
大
雨
の
爪
あ
と
を
目
の

当
た
り
に
し
て
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。

30
、31
日
は
輪
島
市
内
の
浄
明
寺
で
、

裏
山
が
崩
れ
て
土
砂
に
埋
ま
っ
た
池
に

入
っ
て
泥
の
か
き
出
し
に
あ
た
り
、
８

割
ほ
ど
の
泥
を
搬
出
し
た
。
活
動
を
通

し
て
、
学
生
は
い
ま
だ
に
復
興
が
進
ま

な
い
現
状
を
肌
で
知
り
、「
こ
こ
で
は
、

日
常
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
日
常
に

な
っ
て
い
る
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
少
な

く
、
被
災
地
の
現
状
に
、
も
っ
と
関
心

を
持
つ
べ
き
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
と
振

り
返
っ
た
。

輪島市災害たすけあいセンターで

泥に足を取られる中での作業となった 

最終日も無事作業を終え、笑顔 

サイモン・ケアンズ博士（中）、浜田拓副学長（左）、渡邊大輝助手 

土砂で埋まった池の泥をスコップで搬出する 
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News

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
が
制

定
す
る
令
和
６
年
度
J
O
C
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
「
女

性
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
を
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
松
田

基
子
教
授
が
受
賞
し
た
。

女
性
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
女

性
の
地
位
向
上
や
、
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
促
進

等
に
顕
著
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団

体
に
授
与
さ
れ
る
。
過
去
に
は
公
益
社
団
法
人
日

本
女
子
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
、
一
般
社
団
法
人

全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
な
ど
が
受
賞

し
た
権
威
あ
る
賞
だ
。

松
田
教
授
は
大
体
大
柔
道
部
女
子
監
督
を
務
め
、

全
日
本
柔
道
連
盟
、
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
理
事
。

2
0
1
7
年
か
ら
2
0
2
3
年
ま
で
全
柔
連
女
子

柔
道
振
興
委
員
会
の
初
代
委
員
長
で
、
現
在
は

特
別
委
員
を
務
め
る
。
選
手
も
運
営
も
審
判
員
も

女
性
が
中
心
の
「
全
日
本
学
生
柔
道Y

A
W
A
R
A

 

C
hallenge T

ournam
ent

」
の
創
設
、
都
道
府

県
連
盟
（
協
会
）
に
向
け
た
女
性
役
員
登
用
の
促

進
な
ど
を
通
じ
て
、
女
子
柔
道
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
と
男
女
平
等
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。

松
田
教
授
は
「
我
々
が
行
っ
て
来
た
、
柔
道
界

に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
を
目
的
と
し
た
様
々
な

取
り
組
み
が
、
こ
の
様
な
形
で
評
価
い
た
だ
け
た

こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
賞
は
、

一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
方
々
と
と
も
に
頂
戴
し

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
多
く

の
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

ＪＯＣが松田教授を表彰
女性スポーツ賞・柔道の男女平等に貢献

表彰式で三屋裕子JOC副会長からトロフィーを受け取る松田基子教授  Ⓒアフロスポーツ/JOC

各賞を受賞した皆さん　Ⓒアフロスポーツ/JOC

大
分
県
が
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成

の
た
め
、
大
阪
体
育
大
学
の
「
運
動
部
活

動
指
導
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
採
用
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
県
は
2
0
2
5
年
度
末

ま
で
に
休
日
の
中
学
校
の
運
動
部
活
動
を

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
移
行
す

る
方
針
。
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
事

業
を
始
め
、
３
年
間
で
県
内
在
住
の
学
生

2
5
0
人
に
本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講

さ
せ
る
予
定
だ
。

「
運
動
部
活
動
指
導
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
運
動
部
活
動
の
指
導
者
を
養
成
す
る
オ

ン
デ
マ
ン
ド
中
心
の
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
。

2
0
2
3
年
か
ら
春
秋
の
年
２
回
、開
講
。

必
修
60
時
間
を
受
講
し
、
修
了
者
は
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会（
J
S
P
O
）公
認
ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
チ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
資
格
を
取
得
で

き
る
。

大
分
県
は
県
内
在
住
ま
た
は
県
内
の
大

学
に
通
う
大
学
生
（
原
則
１
、２
年
生
）
を

対
象
に
50
名
を
募
集
す
る
。
受
講
科
目
は

大
体
大
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
修
60
時
間
の

う
ち
、
集
合
講
習
10
時
間
を
大
分
南
部
公

民
館
で
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
習
10
時
間
を

自
宅
な
ど
で
受
講
す
る
。
修
了
者
は
県
教

委
が
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
」
と
し
て

認
定
し
、
資
格
取
得
後
は
大
分
県
人
材
バ

ン
ク
に
登
録
し
て
も
ら
う
。

大
分
県
が
指
導
者
養
成
に
あ
た
っ
て
も

っ
と
も
重
視
し
た
点
は
指
導
者
の
倫
理
面

で
の
質
の
担
保
。
県
教
育
庁
体
育
保
健

課
・
吉
野
賢
一
郎
課
長
は
「
質
の
高
い
指

導
者
を
育
成
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持

っ
て
進
め
た
い
。
大
体
大
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
非
常
に
魅
力
が
あ
り
、
受
講
で
き
れ
ば
、

質
の
担
保
は
可
能
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

大
分
県
が
本
学
講
座
を
採
用

運
動
部
活
動
指
導
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
2
5
0
人

運動部活動指導認定プログラム最終演習の模様 運動部活動指導認定プログラム最終演習
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大
阪
体
育
大
学
名
誉

教
授
称
号
授
与
式
が

７
月
14
日
行
わ
れ
、
原
田

宗
彦
前
学
長
に
名
誉

教
授
称
号
証
書
が
授
与

さ
れ
た
。

原
田
名
誉
教
授
は
、

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
今

年
３
月
末
ま
で
学
長
を

務
め
、
現
在
は
浪
商
学
園

理
事
、
大
阪
体
育
大
学
学

事
顧
問
を
務
め
て
い
る
。

式
で
は
、
神
﨑
浩
学
長

が
証
書
を
授
与
し
た
後
、

「
原
田
先
生
は
自
ら
学
長

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て

驚
く
ほ
ど
の
数
の
高
校
に

直
接
足
を
運
び
、
志
願
者

増
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。
こ

れ
か
ら
も
学
園
・
大
学
の

発
展
に
向
け
て
ご
助
言
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
原
田
名
誉
教
授

は
「
体
大
に
は
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。
今

後
は
理
事
、
学
事
顧
問
と

し
て
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。 原

田
前
学
長
に

名
誉
教
授
称
号
授
与

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
の
「
産
学
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
A
W
A
R
D
2
0
2
4
」
が
７
月
11

日
、
東
京
都
港
区
の
同
社
本
社
で
行
わ
れ
、
大
阪

体
育
大
学
が
次
世
代
育
成
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
。

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
同
社
が
全
国
の

大
学
な
ど
と
連
携
し
地
域
の
社
会
課
題
を
解
決
す

る
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
本
学
は
同
社
と「
ス

ポ
ー
ツ
指
導
に
お
け
る
I
C
T
活
用
」
の
連
携
協

定
を
結
び
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
部
活
動
な
ど
の

指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
で
は
各
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
６
大

学
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
本
学
は

中
学
校
な
ど
で
体
育
授
業
や
運
動
部
活
動
の
指
導

に
取
り
組
む
仲
泰
陽
さ
ん
（
体
育
学
部
４
年
、
兵

庫
県
立
西
宮
高
校
）、
桒
原
そ
の
子
さ
ん
（
同
、
和

歌
山
北
高
校
）、
折
野
歩
菜
（
あ
ゆ
な
）
さ
ん
（
同
、

兵
庫
・
神
戸
龍
谷
高
校
）が「
学
生
に
よ
る
I
C
T

を
活
用
し
た
体
育
実
技
・
運
動
部
活
動
の
指
導
モ

デ
ル
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
担
当
し
た
。

動
画
で
、
大
阪
府
立
す
な
が
わ
高
等
支
援
学
校

の
保
健
体
育
の
授
業
で
の
活
動
を
紹
介
し
、
仲
さ

ん
が
「
言
葉
で
説
明
し
て
も
生
徒
が
理
解
で
き
な

い
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
と

子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
笑
顔
に
な
っ
た
。
教
え
ら

れ
る
側
だ
っ
た
生
徒
た
ち
が
I
C
T
を
活
用
し
た

こ
と
で
学
び
の
主
人
公
に
変
わ
っ
た
」
と
指
導
を

振
り
返
っ
た
。

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
か
ら
表
彰

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
部
活
動
指
導

名誉教授称号を授与された原田宗彦前学長（前列中央）

プレゼンでスピーチする学生

ソフトバンク株式会社「産学連携プロジェクトAWARD2024」で
次世代育成部門表彰を受けた大阪体育大学

OUHSジャーナル vol.236（2025.10）8



◆
ガ
ラ
ス
越
し
の
エ
ー
ス
の
笑
顔
に
鳥
肌

延
長
十
回
表
。
横
浜
は
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
無

死
一
、二
塁
か
ら
、
エ
ラ
ー
と
阿
部
葉
太
選
手

（
３
年
）
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
３
点
を
勝
ち
越
し

た
。
そ
の
時
、
佐
々
さ
ん
は
放
送
室
の
ガ
ラ
ス

越
し
に
マ
ウ
ン
ド
の
エ
ー
ス
柴
田
蒼
亮
投
手（
２

年
）
の
笑
顔
が
見
え
た
。
鳥
肌
が
立
っ
た
と
い

う
。「
あ
の
場
面
で
エ
ー
ス
と
し
て
、
み
ん
な
を

奮
い
立
た
せ
る
よ
う
に
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
笑

顔
で
チ
ー
ム
を
鼓
舞
で
き
る
精
神
力
の
す
ご
さ

と
い
う
か
、
本
当
に
17
歳
な
の
か
と
思
い
ま
し

た
」試

合
は
一
回
表
、
生
ま
れ
つ
き
左
手
の
指
が

な
い
が
実
力
で
ラ
イ
ト
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を

つ
か
ん
だ
横
山
温
大
選
手
（
３
年
）
が
フ
ァ
イ

ン
プ
レ
ー
を
演
じ
る
な
ど
、
息
詰
ま
る
熱
戦
と

な
っ
た
。

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
冷
静
に
務
め
る
こ
と
が

重
要
と
さ
れ
る
。
佐
々
さ
ん
は
他
の
試
合
と
同

様
に
、
入
れ
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
淡
々
と
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
た
。

し
か
し
、
あ
の
エ
ー
ス
の
笑
顔
を
見
て
、
気

持
ち
が
高
ぶ
っ
た
と
い
う
。「
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に

入
り
、
球
場
全
体
も
緊
迫
し
た
ム
ー
ド
の
中
、

選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
姿
に
感
動
し
て
し
ま
っ

た
」。
以
後
は
、「
考
え
な
い
よ
う
に
、（
選
手
の

表
情
を
）
見
な
い
よ
う
に
」
と
思
い
な
が
ら
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
た
。

試
合
は
十
回
裏
、
県
岐
阜
商
が
３
点
を
挙
げ

て
追
い
つ
く
が
、
横
浜
は
九
回
に
続
く
内
野
５

人
シ
フ
ト
を
敢
行
し
て
追
加
点
を
阻
む
。
十
一

回
表
は
０
点
。
そ
の
裏
、
県
岐
阜
商
が
４
番
・

坂
口
路
歩
選
手
（
３
年
）
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
。

佐
々
さ
ん
は
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
の
時
、
手
が
震

え
て
い
た
。
校
歌
斉
唱
で
「
〇
〇
高
校
の
栄
誉

を
た
た
え
、
同
校
の
校
歌
を
演
奏
し
て
…
」
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
際
に
は
、
い
つ
も
「
栄
誉
を

た
た
え
」
の
言
葉
に
気
持
ち
を
込
め
て
ア
ナ
ウ

ン
ス
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
が
、
こ
の
試

合
で
は
、
試
合
の
緊
張
感
が
解
け
な
い
ま
ま
だ

っ
た
と
い
う
。

◆「
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
側
に
」
と

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

佐
々
さ
ん
は
静
岡
県
浜
松
市
出
身
。
ア
ス
レ

佐々胡桃（ささ・くるみ）
　静岡県浜松市・西遠女子学園高校出身。2020 年度、体育学部健
康・スポーツマネジメント学科卒業。硬式野球部男子でマネージャー。
2021年、阪神電鉄に阪神甲子園球場の放送担当として入社し、５年目。

阪神甲子園球場　アナウンス担当

佐々 胡桃さん

阪
神
甲
子
園
球
場
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
務
め
る
佐
々
胡
桃
（
く
る
み
）

さ
ん
は
、
入
社
５
年
目
の
今
年
の
夏
の
甲
子
園
で
延
長
11
回
８
‐
７

の
激
闘
と
な
っ
た
準
々
決
勝
、
県
岐
阜
商
対
横
浜
戦
を
担
当
し
た
。

球
史
に
残
る
２
時
間
42
分
の
熱
戦
を
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
冷
静
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
入
社
５
年
目
で
初
め
て
、
試
合
後
に
涙

が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

夏の甲子園「県岐阜商ＶＳ横浜」の名勝負を担当

「平常心心がけたが、
涙が出そうに」

大体大 PEOPLE
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テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
（
A
T
）
を
目
指
し
、

A
T
の
受
験
資
格
を
得
ら
れ
る
大
阪
体
育
大
学

に
入
学
し
た
。
高
校
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

だ
っ
た
が
、
大
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
側

に
回
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
野
球
観
戦
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
入
学
前
、
野
球
部
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
（
現
X
）
に
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

な
り
た
い
」
と
D
M
を
送
り
、
当
時
は
女
子
と

し
て
唯
一
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
。
会
計

の
ほ
か
、
ア
イ
シ
ン
グ
の
氷
、
プ
ロ
テ
イ
ン
作

り
か
ら
お
に
ぎ
り
作
り
ま
で
任
さ
れ
た
。

◆
１
年
秋
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス

阪
神
大
学
野
球
リ
ー
グ
の
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス

は
、
所
属
チ
ー
ム
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
―
が
当
番

制
で
担
当
す
る
。
佐
々
さ
ん
は
１
年
秋
か
ら
務
め

た
。
最
初
は
詳
し
い
野
球
の
ル
ー
ル
が
分
か
ら
ず

戸
惑
っ
た
が
、
次
第
に
慣
れ
た
と
い
う
。
大
学
２

年
の
2
0
1
9
年
春
、大
体
大
の
優
勝
決
定
試
合

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
偶
然
担
当
し
た
。
こ
の
試
合

で
、
緊
張
感
の
中
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
や
り
通
せ
た
こ

と
で
自
信
を
持
て
た
と
い
う
。

３
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、
将
来
の
進
路
と
し
て

野
球
場
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
業
務
を
考
え
た
。
た

だ
、
ど
こ
の
球
場
も
定
期
的
な
採
用
は
な
く
、

企
業
へ
の
就
活
も
始
め
て
い
た
４
年
生
の
６
月

ご
ろ
、
阪
神
甲
子
園
球
場
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当

を
募
集
し
て
い
る
と
阪
神
大
学
野
球
連
盟
の
関

係
者
か
ら
聞
き
、
す
ぐ
に
応
募
。
３
回
の
面
接

を
経
て
内
定
を
受
け
た
。

◆
阪
神
園
芸
に
助
け
ら
れ
、

　
高
校
野
球
初
ア
ナ
ウ
ン
ス

阪
神
甲
子
園
球
場
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
は
、

現
在
、
入
社
２
年
目
か
ら
約
15
年
ま
で
の
６
人
。

下
積
み
か
ら
段
階
を
踏
ん
で
、
タ
イ
ガ
ー
ス
と

高
校
野
球
を
担
当
す
る
。

初
め
て
高
校
野
球
を
担
当
し
た
の
は
、
入
社

２
年
目
の
2
0
2
2
年
セ
ン
バ
ツ
だ
。
自
分
の

担
当
試
合
は
第
３
試
合
だ
っ
た
が
、
雨
の
た
め

第
１
試
合
か
ら
開
始
時
刻
が
遅
れ
た
。
自
分
の

試
合
が
で
き
る
か
ど
う
か
そ
わ
そ
わ
し
て
待
っ

て
い
た
が
、
阪
神
園
芸
の
整
備
の
お
か
げ
も
あ

り
、
無
事
試
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

◆
選
手
名
の
ア
ク
セ
ン
ト
は

　
野
球
部
長
に
確
認
す
る
こ
と
も

高
校
野
球
で
は
、バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
放
送
室

に
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
操
作

担
当
、
ボ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
B
S
O
担
当

が
入
る
。
第
１
試
合
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
は
、
午

前
６
時
に
出
勤
。
発
声
練
習
を
し
、
ス
タ
メ
ン
表

が
届
く
と
事
前
に
届
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
表
で
氏

名
に
相
違
が
な
い
か
照
合
し
、
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に

控
え
選
手
も
含
め
て
名
前
を
記
入
す
る
。

選
手
の
読
み
方
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
阪
神
甲

子
園
球
場
で
の
過
去
の
読
み
方
を
ま
と
め
た

デ
ー
タ
集
を
参
考
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
分
か
ら

な
い
場
合
は
チ
ー
ム
が
待
機
し
て
い
る
室
内
練

習
場
に
行
き
、
野
球
部
長
に
じ
か
に
確
認
す
る
。

◆
甲
子
園
の
放
送
の
伝
統

高
校
野
球
と
タ
イ
ガ
ー
ス
で
は
、
初
打
席
の
際

に
、
高
校
は
名
前
を
２
回
言
い
、
プ
ロ
は
名
前
の

後
に
背
番
号
を
付
け
る
な
ど
の
違
い
は
あ
る
が
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
仕
方
は
同
じ
と
い
う
。
一
方
で
甲

子
園
の
放
送
の
伝
統
が
あ
り
、
例
え
ば
高
校
で

「
鈴
木
君
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
時
は
名
前
を
目

立
た
せ
る
た
め
に
「
く
ん
」
の
音
を
下
げ
る
。

「
６
人
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
６
人
と
も
同
じ
よ
う
に

聞
こ
え
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
」
と
さ
れ
る
。
佐
々
さ

ん
は
「
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
の
後
は
ス
タ
ン
ド
が
盛

り
上
が
っ
て
い
る
か
ら
、
状
況
に
よ
っ
て
は
次
の

バ
ッ
タ
ー
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
試
合
進
行
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
範
囲
で
、
少
し
だ
け
待
つ
な
ど
、
様
子

を
見
な
が
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
る
」
と
話
し
、
ほ
ん
の
少
し
の
間
（
ま
）
に
も

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

そ
ん
な
佐
々
さ
ん
に
つ
い
て
、
阪
神
甲
子
園

球
場
・
上
野
正
人
副
球
場
長
（
運
営
担
当
）
は

「
声
が
聞
き
と
り
や
す
く
、
毎
回
落
ち
着
い
て
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
て
、
頼
り
が
い
の
あ
る
仕
事

を
し
て
い
る
。
甲
子
園
の
伝
統
を
守
る
た
め
に
、

日
々
、
勉
強
、
練
習
し
て
い
る
」
と
話
す
。

◆
甲
子
園
の
歴
史
を
つ
な
ぎ
た
い

甲
子
園
球
場
は
昨
年
、
開
場
1
0
0
周
年
を

迎
え
、
今
年
は
次
の
1
0
0
年
に
向
け
て
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。
県
岐
阜
商
対
横
浜
は
球
史

に
残
り
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
も
い
ず
れ
歴
史
の

一
部
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
佐
々
さ
ん
は「
毎

試
合
毎
試
合
が
必
死
な
ん
で
す
。
で
も
、
変
わ

ら
ず
に
い
る
こ
と
は
す
ご
く
難
し
い
が
、
先
輩

方
が
つ
な
い
で
き
た
歴
史
を
自
分
た
ち
も
つ
な

い
で
い
き
た
い
。
伝
統
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

や
り
が
い
で
す
」
と
話
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
に
は
す
ご
い
力

佐
々
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
は
す
ご
く
自
分
の

力
に
な
っ
て
い
る
」
と
語
る
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
高
校
で
終
え
、
大
学
で
は
野
球
部
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
い
う
新
た
な
道
に
打
ち
込
め
た
の
も
、

「
高
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
一
生
懸
命
打
ち
込
め

た
」
と
い
う
達
成
感
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。「
体
大

に
来
る
人
た
ち
は
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命
、ス
ポ
ー

ツ
に
打
ち
込
ん
で
き
た
人
ば
か
り
。
競
技
を

高
校
ま
で
で
や
め
た
と
し
て
も
大
学
で
続
け
た

と
し
て
も
、
体
大
生
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
と

い
う
強
さ
が
あ
る
。
自
信
を
持
っ
て
夢
に
向
か

っ
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
る
。
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Event

野
外
活
動
実
習
が
７
月
以
降
、

各
地
で
実
施
さ
れ
た
。

野
外
活
動
で
は
、
非
日
常
的
な

自
然
環
境
の
中
で
集
団
を
作
り
、

課
題
解
決
を
目
指
す
。
そ
こ
で
得

ら
れ
る
学
び
は
日
常
で
の
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
。
本
学
の
学
生
は

企
業
な
ど
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な

ど
の
非
認
知
能
力
の
高
さ
を
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
野
外
活
動
で
の
学

び
は
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
で
は
、
体
育

学
部
か
ら
の
移
行
に
伴
う
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
変
更
で
、
今
年
が
最
後
と

な
る
実
習
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
実
習
が
開
催
さ
れ
た
。

臨
海
実
習
は
７
月
１
～
４
日
、

和
歌
山
県
白
浜
町
で
開
催
さ
れ
、

今
年
で
通
算
50
年
と
な
る
歴
史
に

幕
を
降
ろ
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
実
習

A
も
今
年
が
最
後
で
、
８
月
19
～

22
日
に
兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
の

尼
崎
市
立
美
方
高
原
自
然
の
家

「
と
ち
の
き
村
」
で
行
わ
れ
た
。
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
習
は
８
月
４
～

８
日
、
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
畔
で
開

催
さ
れ
た
。
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
実
習
も
今
年
が
最
後
で
、
９

月
８
～
11
日
、
徳
島
県
阿
南
市
の

Y
M
C
A
阿
南
国
際
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
実

習
は
翌
12
日
か
ら
15
日
ま
で
、
同

じ
会
場
で
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、
教
育
学
部
で
は
、
野
外

活
動
実
習
Ⅰ
（
夏
季
）
が
８
月
25

～
27
日
、
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
の

大
阪
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
実
施
さ
れ
た
。

≲
野
外
活
動
実
習
プ
レ
ー
バ
ッ
ク
≳

◆
最
後
の
臨
海
実
習

体
育
学
部
３
、４
年
生
33
名
が

参
加
。
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
で
は

昼
の
実
技
と
夜
の
座
学
に
臨
み
、

全
員
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ

の
資
格
を
取
得
。
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
も
体
験
し
、
参
加
者
は

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
バ
ー
の
認
定
を
受

け
た
。
最
終
日
は
伝
統
の
遠
泳
が

実
施
さ
れ
、
全
員
が
45
分
間
を
泳

ぎ
切
っ
た
。
最
後
は
実
習
主
任
の

川
島
康
弘
教
授
を
胴
上
げ
し
、
実

習
に
別
れ
を
告
げ
た
。

◆�

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

実
習
ス
タ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
２
年
生
17
名

が
参
加
。
初
日
は
開
講
式
と
、
全

員
が
力
を
合
わ
せ
て
課
題
を
解
決

す
る
A
S
E
。
２
日
目
は
15
㌔
の

縦
走
登
山
。
３
日
目
は
琵
琶
湖
で

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
体
験
し

た
。
４
日
目
か
ら
は
自
転
車
で
の

琵
琶
湖
一
周
に
挑
み
、
４
日
目
は

90
㌔
を
走
破
し
テ
ン
ト
泊
。
最
終

日
は
1
1
0
㌔
を
走
り
切
っ
た
。

◆�

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

実
習
も
初
開
講

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
２
年
生
が

参
加
。
前
身
の
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
キ

ャ
ン
プ
実
習
の
内
容
を
継
承
し
た

う
え
で
、
新
た
に
８
０
０
ｍ
沖
合

の
無
人
島
・
野
々
島
を
ジ
ャ
ン
ボ

カ
ヌ
ー
で
一
周
し
テ
ン
ト
に
宿
泊

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
加
え
ら
れ
た
。

参
加
者
は
初
日
に
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ

ッ
ク
を
体
験
し
、
２
日
目
は
１
人

乗
り
ヨ
ッ
ト
の
ダ
ッ
ク
リ
ン
で

セ
ー
リ
ン
グ
。
３
日
目
は
全
員
で

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ヌ
ー
を
漕
い
で
野
々

島
を
一
周
し
、
島
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
や
釣
り
を
通
じ
て
自
然
と

触
れ
合
い
、
夜
は
テ
ン
ト
に
宿
泊
。

夕
食
は
釣
っ
た
魚
を
さ
ば
い
て
作

り
、
焚
火
を
囲
ん
で
語
り
合
っ
た
。

海
で
山
で
野
外
実
習

臨海実習 アドベンチャーキャンプ実習

アドベンチャーキャンプ実習 マリンスポーツキャンプ実習 マリンスポーツキャンプ実習

臨海実習。胴上げされる実習主任の川島康弘教授
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３
年
生
全
員
を
対
象
に
し
た
就
職

活
動
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ

ス
タ
」
が
、
7
月
30
、
31
日
に
開
催
さ

れ
た
。

学
生
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
リ
ク
ル
ー

ト
ス
タ
イ
ル
で
、
学
科
ご
と
に
分
か
れ
、

担
当
教
員
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
の
職
員

ら
か
ら
ル
ー
ル
と
心
構
え
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。
参
加
企
業
・
団
体
・
学
校

ご
と
に
用
意
さ
れ
た
教
室
（
ブ
ー
ス
）

を
回
っ
て
、
各
自
が
１
日
４
ブ
ー
ス
、

２
日
間
で
８
企
業
・
団
体
な
ど
の
話
を

聞
い
た
。

説
明
後
、
各
ブ
ー
ス
で
企
業
・
団
体

の
方
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
が
設
け

ら
れ
、
学
生
は
熱
心
に
質
問
。「
公
務
員

を
希
望
し
て
い
た
が
、
様
々
な
企
業
の

ブ
ー
ス
で
話
を
聞
く
こ
と
で
選
択
肢
が

広
が
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

◆
参
加
企
業
・
団
体
な
ど
◆

ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
、
大
和
リ
ー
ス
、
日

本
ア
ク
セ
ス
、
東
洋
紡
、
不
二
製
油
、

西
日
本
旅
客
鉄
道
（
J
R
西
日
本
）、

ア
ル
ペ
ン
、
ミ
ズ
ノ
、
吉
本
興
業
、
ニ

プ
ロ
、
野
村
證
券
、
近
鉄
大
阪
マ
リ
オ

ッ
ト
都
ホ
テ
ル
、
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
、

関
西
テ
レ
ビ
放
送
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

大
阪
府
庁
、
東
京
消
防
庁
、
警
視
庁
、

法
務
教
官
（
和
泉
学
園
）、
海
外
留
学
、

J
I
C
A
（
青
年
海
外
協
力
隊
）、
大
学

院
（
大
阪
体
育
大
学
大
学
院
）、
教
員

（
大
阪
府
立
門
真
西
高
等
学
校
、神
戸
市

立
鷹
取
中
学
校
、
吹
田
市
立
佐
井
寺
小

学
校
、
大
阪
府
立
八
尾
支
援
学
校
）

就活支援キャリアフェスタ
３年生が企業・団体ブース巡る

大
阪
体
育
大
学
と
和
歌
山

県
が
９
月
10
日
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
相
互
の
振
興
を
図

り
、
人
的
、
知
的
・
物
的
資

源
の
交
流
・
活
用
を
促
進
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。

都
道
府
県
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
関
す
る
連
携
協
定
を
結

ぶ
の
は
、
2
0
2
2
年
の
高

知
県
以
来
で
２
例
目
。。
今

後
、
中
学
校
の
部
活
動
地
域

展
開
に
係
る
指
導
員
の
紹

介
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
運
営
協
力
な
ど
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。

調
印
式
は
和
歌
山
県
庁
で

行
わ
れ
、
神
﨑
浩
学
長
と
宮

﨑
泉
知
事
が
署
名
、
調
印
し

た
後
、
協
定
書
を
交
換
。
神

﨑
学
長
は
「
連
携
事
業
に
教

職
員
だ
け
で
な
く
学
生
も
交

え
る
こ
と
で
、
学
生
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

和
歌
山
県
と
連
携
協
定

ス
ポ
ー
ツ
通
じ
た
振
興
・
交
流
目
指
す

令
和
７
年
度
９
月
大
学
院
修
了
式
・
大
学
卒
業
式

が
９
月
12
日
行
わ
れ
た
。
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
１
名
、
体
育
学
部
18
名
、
教
育

学
部
１
名
の
氏
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
一
人
ひ
と
り

に
神
﨑
浩
学
長
か
ら
学
位
記
・
卒
業
証
書
が
授
与
さ

れ
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
が
中
村
莉
菜
さ
ん
（
硬

式
野
球
部
女
子
、
体
育
学
部
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際

高
校
）
ら
に
贈
ら
れ
、
修
了
生
・
卒
業
生
を
代
表
し

て
、
石
井
友
樹
さ
ん
（
体
育
学
部
、
岡
山
・
西
大
寺

高
校
）
が
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
。

９
月
度

修
了
式・卒
業
式

キャリフェスタで企業や団体のブースで話を聴く３年生

東京消防庁説明ブースで自身の体験を元に話す本学卒業生
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◆
◇
「
体
大
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
感
想
は
？
」

高
校
生
に
徹
底
し
て
取
材

し
ま
し
た
。「
大
学
生
が

み
ん
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
っ
た
」「
す
れ
違

っ
た
時
に
め
っ
ち
ゃ
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ

た
」。
学
生
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
を
挙
げ
る

声
が
際
立
ち
ま
し
た
。
特
に
女
子
に
そ
の

傾
向
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
◇
オ
ー
キ
ャ
ン
の
運
営
を
担
う
学
生

チ
ー
ム
「
ボ
ー
キ
ャ
ン
ズ
」
の
リ
ー
ダ
ー

は
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
親
し
く
接
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
た
の
で
、
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
。
学
生
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
練

習
し
て
い
た
ク
ラ
ブ
生
か
ら
の
何
気
な
い

ひ
と
言
や
笑
顔
も
、
高
校
生
に
強
い
印
象

を
与
え
た
よ
う
で
し
た
。

◆
◇
「
本
学
の
長
所
と
は
？
」　

６
年
前
に

新
聞
社
か
ら
転
職
し
て
以
降
、
こ
の
答
え

を
探
し
続
け
て
い
ま
す
。
見
つ
け
た
答
え

は
大
学
Ｈ
Ｐ
に
「
10
の
強
み
」
と
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
最
大
の
長
所
は
「
学

生
の
力
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
し

み
や
す
さ
、
元
気
さ
、
礼
儀
正
し
さ
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
。「
非
認
知
能
力
」
と
呼
ば
れ

る
資
質
は
企
業
も
高
く
評
価
し
て
い
ま

す
。
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
学
生
の
活
躍
を

も
っ
と
社
会
に
伝
え
た
く
て
、
本
学
で
は

ヤ
フ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
ナ
ビ
に
記
事
・
動
画

を
連
日
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
大
学

で
一
番
充
実
し
た
内
容
だ
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
大
坪
康
巳
】

令
和
７
年
度
の
大
阪
体
育
大
学
教
育
後
援
会

役
員
会
が
６
月
21
日
、
大
会
議
室
で
開
か
れ
、

学
生
の
父
母
ら
代
表
22
人
と
神
﨑
浩
学
長
、
浪

商
学
園
・
野
田
賢
治
理
事
長
や
大
学
の
教
職
員

が
出
席
し
た
。

役
員
会
で
は
、冒
頭
に
菅
谷
暢
之
会
長
が「
大

学
は
今
年
開
学
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
学

は
さ
ら
な
る
充
実
、
発
展
を
目
指
し
て
改
革
と

学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
が
、

本
会
も
よ
り
い
っ
そ
う
の
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

神
﨑
学
長
、
野
田
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
議
事
に
移
り
、
令
和
６
年
度
の
事
業
、
決

算
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、令
和
７
年
度
役
員
の
推
薦
に
移
り
、

西
岡
潤
哉
副
会
長
が
新
会
長
に
推
薦
さ
れ
、
菅

谷
会
長
、
宇
野
修
副
会
長
が
退
任
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

続
い
て
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
案
、
予
算

案
が
審
議
さ
れ
、課
外
活
動
や
学
生
生
活
支
援
、

傷
害
治
療
援
助
、
就
職
振
興
、
入
学
・
卒
業
行

事
へ
の
援
助
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
、

予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

◇
新
役
員
候
補
者
の
う
ち
会
長
、
副
会
長
、

会
計
監
査
は
次
の
皆
様
◇

▽
会
長　
　
　

西
岡
潤
哉

▽
副
会
長　
　

花
見
明
子

▽
会
計
監
査　

伊
藤
絵
里
香
、
仲
村
秋
乃

（
敬
称
略
）

大阪体育大学教育後援会令和7年度収入支出予算書
収入の部 （単位：円）

費 目 予 算 額
会費収入 34,308,000
前年度繰越金 14,909,006
利息 15,000
学生徴収分 300,000
特別会計より繰入

計 49,532,006

支出の部 （単位：円）

費 目 予  算  額
学生援助費

①課外活動 500,000
②大学祭 500,000
③学生生活支援 8,500,000
④傷害治療援助 7,000,000
⑤就職振興 4,500,000
⑥入学行事 1,500,000
⑦卒業行事 2,500,000
⑧慶弔記念費 600,000
⑨災害見舞金 100,000

教育援助費
クラス活動 0

①大学院研究活動 1,000,000
②文化厚生 5,500,000

課外活動特別援助 5,000,000
運　営　費

①会議費 200,000
②会報費 3,700,000
③事務費 1,400,000

予　備　費 5,032,006
特別経常費 2,000,000
特別会計繰出金 0
次年度繰越金 0

計 49,532,006

大阪体育大学教育後援会令和６年度収入支出決算書
収入の部 （単位：円）

費 目 決 算 額
会費収入 33,000,000
前年度繰越金 20,275,547
利息 16,844
学生徴収分 317,163

計 53,609,554

特別会計（特別対策基金）収入支出決算書
（単位：円）

項 目 収 入 支 出
前年度繰越金 60,395,568 0
今年度繰入金 0 0
今年度繰出金 0 0
定期利息 1,023 0
次年度繰越金 0 60,396,591

計 60,396,591 60,396,591

特別会計（特別対策基金）収入支出予算書
（単位：円）

項 目 収 入 支 出
前年度からの繰入金 60,396,591 0
定期利息 900 0
今年度繰入金 0 0
今年度繰出金 0 0
次年度繰越金 0 60,397,491

計 60,397,491	 60,397,491

支出の部 （単位：円）

費 目 決 算 額
1）学生援助費

①課外活動 500,000
②大学祭 500,000
③学生生活支援 7,457,288
④傷害治療援助 7,037,516
⑤就職振興 3,951,641
⑥卒業行事 2,986,930
⑦災害見舞金 0

2）教育援助費
①クラス活動 847,490
②大学院研究活動 380,000
③文化厚生 5,500,000

3）課外活動特別援助 4,500,000
4）事業費

①会報費 3,189,184
②慶弔記念費 331,000

5）運営費
①会議費 212,243
②事務費 1,307,256

予備費 0
特別会計繰出金 0
次年度繰越金 14,909,006

計 53,609,554

教
育
後
援
会
役
員
会
を
開
催

父
母
ら
の
代
表
が
事
業
計
画
・
予
算
審
議
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「白ネギ、買ってきて」
妻に頼まれた。
（ついでにアイスも買うか）と機嫌よく家を出た。
近所のスーパーマーケットは、退職後よく行くようになった。た
だしなぜか慣れない。それでも買い物には不都合はない。自分の心
まかせにいつも買い物をしているからかもしれない。
（白ネギ、白ネギ）
たまに細ネギを買っていたので、その近くに白ネギはあるのだろ
うと思っていた。

（えっ、ない！）
もう一度見渡すが、やはりない。頭は真っ白になり、
（いや、そんなはずない、どこかにあるはずだ。でもどこに。白
ネギは季節物なの？）
いろいろな想念が頭の中をかけめぐった。
再三見直すが、やはりない。
上段には、えごま・みつば・大葉、中段には細ネギ、下段には青
ネギが置かれている。その左右には、なす・にがうりと青ネギの
カットされたパックがある。
しばし立ち尽くしたが、諦めずに野菜売場をさまよい出した。す
ると別の棚にネギらしきものを見つけた。
（白ネギだ！）
ようやく見つけた。白ネギは白菜とまいたけ・エリンギに挟まれ
ていた。上段には、鍋スープ各種、北海道カレースープ、チャウ
ダー用スープが並んでいた。
ちなみにネギ属のニラは、小松菜、豆苗、キャベツに囲まれている。
（なんでなの。すごくわかりにくい。ネギ属ならみんな一緒にい
るべきだ）
リンネの植物分類を出すまでもなく、ものを陳列するときは一定
の法則で分類すべきだと思っていた。
ぼくは、30歳の頃、ドイツ不当利得法の研究をしていた。雑多な
形で生じる不当な利得を類型で分類して、類型ごとに法律上の要件
と効力を明らかにしようとしていた。その研究の影響なのか、無意
識のうちに日常生活でも事物を分類しがちである。ぼくの考えだ
と、ネギ、ニラ、タマネギ、ニンニクは、ネギ属の一員で、ぜひ一
族として仲良く集まってもらいたいと思っている。
そこで商品棚を整理していた店員に、このネギの配置はどんな基
準ですかと尋ねた。店員は、嫌がりもせず丁寧に教えてくれた。
店員の説明はこうである。要するにリンネの植物分類ではなく、

「料理での使い方」であるようだ。つまり鍋やスープに使うものを
集めてある場所に、白ネギは陳列されるということらしい。これ
は、メインターゲットが主婦層や料理慣れした人であり、その人た
ちにとっては、用途別に陳列している方が直感的に買いやすいとい
うことにあるそうだ。つまり季節に応じた代表的な料理を設定し
て、その食材を集める。その周辺にたとえばカットネギなどを置い
て、「ついで買い」も狙っている。こうしないと「ついで買い」の
商品は売れないようだ。
そう言われると、ここ２、3年、ぼくは新生姜が出ると、甘酢漬
け（ガリ）を作っているが、これも新生姜の横に甘酢が置いてある
からである。
（これか！）
まさに料理する常連客には便利な、当然の戦略だった。
それで思い出したことがある。それは、「はるさめ」である。あ
るとき「はるさめ」を買いに来たときがあり、やはり迷った。今か
ら考えると鍋料理に使うためだったので、白菜の近くに「ついで買
い」として置いてあったかもしれない。
皆さんはどこにあると思います？
乾物コーナー、中華コーナー、麺類コーナー？　あるいは白菜�
の横？
そのときもまずぼくは「はるさめの分類」を考えてしまい、形状
から、これは当然乾物コーナーだと思ったが、このスーパーではそ
のときは麺類コーナーに置いてあった。どうやらはるさめは、用途
に応じた、つまり季節に応じて移動する流浪の食材のようだった。
このときもけっきょく店員に尋ねたのだが、店員にも迷いがあっ

たように思う。彼は少し考えてから案内してくれた。
ちなみに似たような食材の「マロニーちゃん」は乾物コーナーに
常駐している。ぼくの感覚でも「マロニーちゃん」は乾物コーナー
にあるという「はるさめ」にはない確信がある。先ほどスーパーに
見に行ったら、今日は乾物コーナーの「マロニーちゃん」の横に置
かれていた。
いずれにせよ、スーパーマーケットの戦略では、ぼくのような定
年後にようやく料理を始めるような料理初心者や若い人、スーパー
マーケットに行く機会の少ない人にとって、目当ての食材を探すこ
とはとても難しい。
「はるさめ迷子」になるのは、まさにスーパーの設計がヘビーユー
ザー基準だからだと思う。常連は「鍋コーナーの横にあるな」と気
付けるけど、初心者にとっては本当に探しにくい。
ドイツで在外研究をした年数が2年6ヶ月くらいあり、そのうちの
1年6ヶ月くらいは一人で生活をした。食事は外食と自炊であり、頻
繁にスーパーマーケットに行ったが、商品を探すのに迷ったという
記憶がない。ただ商品（野菜）の並べ方はよく覚えていない。野菜
の種類が少ないということはあったが、探し迷ったということはな
い。もしかするとドイツ人の気質から考えて、「料理での使い方」で
はなく、「植物の分類」だったのではないだろうかと想像している。
いずれにせよ、ぼくは、こうした「ネギ迷子」や「はるさめ迷子」
を「購買弱者」と命名したい。似たような言葉に「買い物弱者」が
ある。これは、「買い物難民」とも呼ばれるようになったが、この
人たちは、人口減少による店舗の減少、公共交通機関の衰退などに
より、移動手段が不足したり、障害により移動手段が限られたりし
て、日常品、食料品の買い物が困難な人のことである。これに対し
て、ぼくのいう「購買弱者」は、実際にスーパーマーケットやショッ
ピングセンターに来ても、商品の展示がヘビーユーザー対応である
ため、商品の置き場所が分からなかったりして、スーパーマーケッ
トで購買することに困難を覚える人のことである。
購買弱者の対策としては、スマートホンの利用がある。たとえば
商品マップなどによる商品の置き場所を検索できるアプリを開発・
活用することはどうだろうか。海外ではウォルマートなどの一部
スーパーマーケットや国内でもイオンやイトーヨーカドーでは�
始まっているという話を聞く。このことはスーパーマーケットに�
限らない。商品点数の多い販売所には同じ問題がある。こうした�
方法で購買弱者の対応が進めば、まず迷わず容易に目的の商品に�
行きつけるので、購買弱者の負担を軽減できる。つぎに店員への�
質問が減り、接客コストが削減できる。さらに「ついで買い」の�
機会も増える。
ヘビーユーザーだけではなく購買弱者にもフレンドリーなスー
パーマーケットこそ、料理初心者の願いである。

ネギをたずねてスーパーマーケット コラム

名 誉 教 授 �　 和 田 隆 夫
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【大学院】
●スポーツ科学研究科
　博士（前期・後期）課程

【体育学部】（3～4年）
●スポーツ教育学科

【スポーツ科学部】（1年～2年）
●スポーツ科学科

●健康・スポーツマネジメント学科
【教育学部】
●教育学科

大学事務局
庶務部、教学部、入試部、広報室
キャリア支援部、大学院事務室
大学附置施設等
図書館、スポーツ局、社会貢献センター
情報処理センター
スポーツ科学センター
国際交流センター、学習支援室
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